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世界の大規模地震の続発性―実事例と時空間ETASによる比較

Successively occurring large earthquakes in the world –comparison of

real cases with expectations by the space-time ETAS
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　政府の防災対応のための南海トラフ沿いの異常な現象に関する評価基準検討部会において，南海トラフ地震

情報が発表される事象の基準作りが行われている．具体的な防災対策の実施のため，どのような現象が対応す

る事象に該当するのか，その具体的な基準が検討されている．今回は，この検討に資するため，世界の大規模

地震の発生について，新たに改訂されたISC-GEM version5.1のデータ(1904－2014年)を用いて解析した．さ

らに，時空間ETAS(Ogata and Zhaung,2006，尾形,2015)等を用いて，大規模地震発生に係る試算を行ったの

で，報告する． 

 

　最近100年程度に発生した世界のＭｗ8.0以上の地震は，103事例抽出され，その内，3日以内，7日以内及

び30日以内に，周辺500㎞以内の領域で，Ｍｗ7.8以上の地震が続発したのは，それぞれ9事例，10事

例，13事例あった．このように地震発生直後に続発する事例が多く，かつ，時間が経過しても，続発が継続す

ることも，再確認できた． 

 

　日本周辺域パラメータ(Ogata and Zhaung,2006)および，一元化データから推定したb＝0.92として，時空

間ETASでMw8.0以上の世界の地震について震央距離500㎞以内にM7.8以上の地震が3日以内，7日以内及び

30日以内に発生する期待値を計算し，和をとると，それぞれ5.3回，6.5回，8.0回となり，期待される発生頻

度の値や先行地震からの経過時間に伴う減少傾向は，上述の実事例と概ね整合的であった． 
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